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出席者：（委員）石井会長・押谷副会長・岡田委員・久保田委員・齊藤委員・櫻井委員・林（眞）

委員・林（秀）委員・松田委員（９名） 

（市）上野市長・川原部長・塚崎課長・馬場主査・須貝主査・奥山主査・鈴木主事（７

名） 

傍聴者：１名 

 

１．開会 

（事務局）  ただいまより、第１回目のクリーン北広島推進審議会を開催いたします。 

      本日は、ご多忙の中、この会議にご出席いただきまして誠にありがとうございます。 

２．委嘱状交付 

（事務局） まず始めに市長より委嘱状を交付いたします。 

 

委嘱状交付 

 

３．市長挨拶 

（事務局） それでは北広島市長上野正三よりご挨拶申し上げます。 

（市 長） 皆さんこんにちは。市長の上野正三でございます。皆様がたにおかれましては今日

は大変お忙しい中、第 1 回目のクリーン北広島推進審議会にご出席いただきまして誠

にありがとうございます。そしてただいま推進審議会委員としての委嘱をさせていた

だきました。委嘱にあたりましては、快くお引き受けを頂き心から感謝を申し上げま

す。また、日頃から市政の推進とりわけ環境行政にご理解ご協力を賜っておりますこ

と、厚く御礼申し上げます。 

当市における廃棄物の処理につきましては、一般廃棄物処理基本計画に基づいて行

っているところでございまして、埋立処分地の延命化を図るということを平成 18年に

見直しを行いました。家庭ごみの有料化、また資源リサイクルセンター建設、さらに

は下水処理場における生ごみのバイオガス化処理ということで行ってきたところであ

りまして、最終処分場につきましては、当初の計画より 2 年延命化が図られるという

ことになりました。このたびの審議会で、皆様方にお願いする部分は、更なる延命化

につきまして、ご審議をいただきたいということでありまして、大変お手数をおかけ

しますけれども宜しくお願いを申しあげます。 

４．委員紹介 

（事務局）  それでは、本日はクリーン北広島推進審議会の第１回目でございますので、委員

の皆様のご紹介を含めまして一言ご挨拶をお願いいたします。 

 

委員自己紹介 



 2 

 

（事務局） ありがとうございました。本日は長谷川眞知子様が欠席です。 

今後とも皆様にはお世話になりますので、よろしくお願いします。 

それでは、事務局の方からもご挨拶をしたいと思います。 

 

事務局職員紹介 

 

５．会長、副会長選出 

（事務局）  それでは北広島市廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則第２条第１項の規

定に基づき会長、副会長の選出です。会長、副会長は委員の互選となっております

ので、お願いします。 

（委 員）  （事務局一任の声あり） 

（事務局）  事務局一任でよろしいでしょうか。 

（委 員）  異議なし 

（事務局）  会長に北海道大学准教授 石井一英委員にお願いします。 

副会長に酪農学園大学教授 押谷一委員にお願いします。 

よろしいでしょうか。 

（委 員）  異議なし 

６．会長、副会長挨拶 

（事務局）  会長、副会長は席を移動していただき、ご挨拶をお願い致します。 

（会 長） 会長を務めさせていただく石井と申します。あらためて宜しくお願い致します。 

そうそうたる先輩方をさしおいて、会長と若干生意気な感じもいたしますけれども、

あくまでも司会進行と言うことと皆さんの意見を集約できれば、それでよいのかな

と思っております。何よりもこういった審議会は私も何度か経験しているのですけ

れども、委員の皆様から積極的なご意見いただけなければ、前には決して進むこと

はできませんので、事務局の説明等のフォローも含めて、私がお役に立てることは

何でもしますので、宜しくお願いいたします。 

（副会長） あらためまして押谷でございます。よろしくお願いいたします。私は以前も神山先

生の下で審議会に参加させていただきまして、今回は石井先生の下でやらせていた

だきますことになりますので補佐に務めてまいりますので宜しくお願い致します。 

７．諮問書交付 

（事務局） それでは、上野市長より石井会長に諮問書を交付いたします。 

 

諮問書の交付 



 3 

（事務局） このあと市長は公務のため退席します。よろしくお願いします。 

  それでは、これからの議事進行につきましては石井会長にお願いいたします。 

８．議事 

（会 長） 議事にしたがって進めていきたいと思いますけれども、今、諮問書がお手元に配布

されたことと思います。2 番の今後のスケジュールのところでも改めて諮問書を確認

したいと思いますが、今、諮問書を読んでいただければと思います。 

大事な事は、平成 18年度に一般廃棄物処理基本計画の見直しを行い、その時にごみ

減量化を目的として、家庭ごみの有料化、あるいは生ごみを堆肥化するバイオマス化

を実施し最終処分場の延命化を実施しました。お手元に資料としてあるかと存じます

が、5年が経過しており、5年ごとに見直すとの決まりがありますので、この一般廃棄

物処理基本計画を改定することになっております。今回は引き続きごみの減量リサイ

クル推進による循環型社会の形成を目指すとともに、最終処分場のさらなる延命化を

図ることが必要だということであります。審議会の主な議題は最終処分場の延命化に

向けた取り組みについて諮問を受けたということであります。したがいまして、この

審議会ではこれに対するなんらかの回答を行い、この結果を受けて、北広島市さんで

最終処分場造成計画と一般廃棄物処理基本計画の策定のマイナーチェンジを行うとい

うことであります。したがって、通常、基本計画そのものを全部最初から最後まで見

渡しながら書き換えるという作業の委員会が多いのですが、北広島市さんの場合は、

少しパターンが違っており、特に最終処分場の延命化に向けた取り組みについて審議

会での議論の内容を受けて、一般廃棄物処理基本計画の策定を行うというスタンスで

あります。ただ、最終処分場の延命化に向けた取り組みといっても幅が広いです。毎

日のごみ出しのマナーからルールまで色々なことを、委員の皆さん、市民の皆さん、

専門家の皆さんは気になることが多々あるかと思います。そのようなことも出来るだ

け意見として反映しながら会議を進めていければいいかなと思います。ただ時間が非

常に限られています。合わせて全部で 6 回という審議会のなかで、最終処分場の延命

化に向けた取り組みについてということ、これは必ず出さなければいけない回答でご

ざいますので、そこに向けた議論に集中していきたいなと思っております。あとで今

後の資料、今後の決め方について事務局から説明し、皆様のご意見をいただきたいと

思いますのでよろしくお願い致します。 

今日の議事録の署名ですけれども、名簿順に岡田委員と久保田委員を指名いたしま

すが、よろしいでしょうか。事務局からの議事録の内容を確認し署名することになろ

うかと思いますので、よろしくお願い致します。 

また、情報公開条例第 20条の規定により、この審議会は原則公開したいと思います

けれども、よろしいでしょうか。  

（委 員） 異議なし 

（会 長） ありがとうございます。それでは、報告事項 1 番目の北広島市の清掃事業概要につ

いて事務局の方から説明お願いします。 
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（事務局） それでは、私の方から清掃事業概要の説明をさせていただきたいと思います。 

      平成 23年度版ということで今年の 4月 1日以降、市民の皆様始め、北広島市に訪れ

た方に市の概要を説明する場合に使っている資料です。今日は、この資料にのっとっ

て説明させていただきます。 

 

「平成 22年度清掃事業概要」の資料に基づき説明 

 

（会 長） 今日は今説明いただいた範囲の中で質問をいただきたいと思いますけれども、先に、

資料 3を説明いただいた上で今日の位置付けをしながら質問に移りたいと思います。 

（事務局） 今後のスケジュール案ですが、今日はこの後施設の方を見学していただいて、ごみ

処理がどのように実施しているかを見ていただきたいと思います。 

第 2 回目の審議会につきましては、出来れば今月の下旬までに開かせていただきた

いと思っています。2 回目では、前回の基本計画の中の実施状況、例えば家庭ごみの

有料化、生ごみのバイオマス化も始めていますが、その結果がどのような状況なのか

をご説明させていただいて、前回の基本計画で出来たことと出来なかったことの課題

の整理をさせていただきたいと思っています。 

第 3回については、12月に予定しておりまして第 2回の課題の整理をまとめさせて

いただいた後に、今後の最終処分場の延命化に向けた取り組みでどんなことをやって

行ったら良いのか、というような提案等をしていただいて、その内容を 1 月に予定し

ている第 4回、2月に予定している第 5回で深めていただきまして、最終的には、3月

に答申としてまとめていただきたいと思っております。おおよそ、月に１回ずつ実施

していく予定でございますので、ご協力よろしくお願い致します。 

（会 長） ありがとうございました。 

3月まで 6回を予定しております。 

平成 23年度の事業概要ではあっても、今年度に生ごみを具体的に分別したデータの

掲載は有りません。それについては、次回に資料を提示していただきたいと思ってお

ります。また、いろいろな問題点、課題点があろうかと思いますが、これに関しては、

次回以降に延命化に向けた提案なり課題なりをあげていただくようなことをしたいと

思います。したがって今日は、共通認識を得るということを目的としまして、さきほ

ど説明していただきました、平成 23年度清掃事業概要のなかで特にわからない点とか、

質問したい点、確認したい点等を主にお聞きして、次回に向けた共通認識の整理とい

う場にしたいと思っています。 

今日は、3 時過ぎ位には次ぎの施設見学に移りたいと思いますので、ご協力宜しく

お願い致します。 

それでは、清掃事業概要につきまして、どこからでもかまいませんのでご質問がご

ざいましたら宜しくお願い致します。 
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（委員Ａ） 今説明していただいたのですが、今回の審議会は最終処分場の延命化ということで

すが、いま説明受けた中のどのごみが埋立てされているのでしょうか。 

（事務局） 25ページをお開きいただけますでしょうか。 

埋立ごみに回るものということで、家庭系廃棄物の委託収集でどのようなものがあ

るかということが書いてあります。埋立に回るごみについては、普通ごみ、粗大ごみ、

破砕しないごみ、これらのものを埋め立てているということで、ご理解いただきたい

と思います。 

（委員Ａ） これだけですか。事業系のものは。 

（事務局） 事業系の資源ごみは 14トンぐらいで、それ以外の事業系のごみは埋め立に回ってい

る状況です。それから、一般廃棄物としては家庭ごみと事業系のごみがございますが、

他に産業廃棄物がございまして、例えば、平成 22 年度ですと、569.79 トンが埋立に

回っているものでございます。説明いたしませんでしたが、産業廃棄物につきまして

は、平成 20年度から大幅に減っています。もともと、産業廃棄物はトン当たり 16,800

円の料金とっていましたが、平成 20年度から金属、プラスチックごみについてはそれ

までは市の処分場で受け入れしていたのですが、受け入れを止めました。その結果大

幅に減る結果になってまして、平成 22年度に 569トンの下水道関係の汚泥が大量に入

ったため多いのですが、だいたいいま市内で発生する産業廃棄物の主なものは動植物

性残渣と言われるもので、大体 300 トンから 350 トンあまりが産業廃棄物として年間

最終処分場に入ってきています。 

（委員Ｂ） 資料 2で平成 22年度の実績ございますが、この実績でいくと公共による受け入れの

量が、合計で 17,410トンとあるのですが、これ自体が埋め立にまわっている。資源ゴ

ミだけ除いて全部が埋立に回っていると考えてよろしいですか。 

（事務局） そういう考え方で結構です。 

（委員Ｂ） 資源ごみの 2,248 トンを除けば後は全部埋め立にまわると、ですからこれをいかに

量的に少なくするかということが延命につながるということになる訳ですね。 

（事務局） そのとおりです。 

（委員Ａ） 今回は処分場を延命化するということだが、目標値はどのくらいですか。延命化と

いうのは何年埋立するのか、年間何千トン埋立を減らすとかそういった目標値が必要

だと思います。ただ何となく延命化するというのではなく、目標値がなければこうい

うものは難しいと思います。目標値があれば、これをどれだけと細かく検討できるの

で、是非市の方から出して欲しいと思います。 

（事務局） いま目標値のお話ございましたが、今回ご議論いただく中で北広島市では何を資源

物とするのか、その対象物が決まってきますと次の目標値とすることができると思い

ますので、まず何を対象にしていくのか、何が対象にできるのかというところをご議

論いただきたいと思います。先ほど説明しましたけれども、国が指定している法律上

の容器包装物、びん缶ペットボトルは実施しています。また、生ごみもバイオガス化

処理を始めました。残っているものは雑がみですが、市では市民の皆さんに排出しや
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すい方法でリサイクル出来ないか、集団資源回収という手法をとりながら、これをや

ることが出来ないかと考えています。今後回収業者さんとの最終的な詰めがあります

が対象にしたいと思っています。それ以外の中で資源化していく物が何になって、そ

れがどれくらいあるのかということが推測できていかないと目標値も設定できません

ので、どういったもので減量化を図るのかということを、ご審議いただきたいと思っ

ています。 

（会 長） 関連して、処理計画を策定し直すとすると、その中には必ず一人一日当りの排出量

原単位を何年までに何％減らそうとか、何年までにリサイクル率を何％までにしよう

とかその中に当然最終処分量を何年までに何％削減しようか、という事が書かれるは

ずです。この審議会が終わって策定はするんでしょうが、同時並行的にそのあたりの

ことは当然詰められますね。北広島市としては当然資源化ということも大事ですけど

も、やはり 3Rですから排出抑制、リユース、それから資源化、リサイクルの 3つをち

ゃんとやらないと自治体が処理するごみの量は減っていきません。資源化という話で

したけれども、全国の排出原単位では資源も含めてしかも事業系も含めた形で一人一

日当り排出原単位はいくらですかというのがオーソドックスな統計指数です。そうい

うもので判断しなければいけないので、資源化すれば埋立ごみが減るというのではな

いのです。そのへんが我々の審議する範囲と外れるかもしれませんが、策定される計

画の目標値なども随時、次回くらいには大体こんなものですと示されると議論しやす

いと思います。その他いかがでしょうか。 

（委員Ｃ） 2 点ほどあるのですが、容器包装対象以外のガラスも全部リサイクルに回している

ということでしょうか。あと、粗大ごみの部分のリサイクルの内訳、素材別内訳など

が分かるとそれぞれのリサイクルの手がかりになると思います。 

（事務局） 容器包装物以外のガラスについてですが、容器包装リサイクル法に基づいて、容器

包装リサイクル協会の入札した業者に出荷するという関係上、容器包装物に限ったも

のだけを出しております。その他については埋立のごみということになっています。 

粗大ごみの内訳ですが、さきほどお配りしたクリーンタウンに粗大ごみの分類がご

ざいます。その中の例えば木製のタンスがどのくらいなのかについては、資料的なも

のが出来ていませんが、今おっしゃったように実際に粗大ごみをリサイクルするとす

れば、逆にどんな課題があってという部分が今回の審議の中でのご議論いただく内容

になってくるのかなと考えております。 

（委員Ｄ） 実績状況をいただいているのですが、計画はいつごろ策定されて、平成 22年度の一

般廃棄物発生量が計画量の 97.4％の状況になったのですか。それと先ほどステーショ

ンの補助が上限 10万円は北広島市ぐらいということでしたが、これは多いという意味

ですか。もう 1 点ですが、資源出荷状況の中の平成 21 年度、平成 22 年度にその他ガ

ラス容器とペットボトルが逆転している原因というか、理由はなんでしょうか。 

（事務局） 1 点目の予定量と実際の数値は、平成 22 年の 4 月 1 日の段階で平成 22 年度中にこ

のぐらいのごみ量が入ってくるだろうという予測をたてます。その予測量に対して、
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実際に入ってきた数量ということでご理解いただきたいと思います。次の補助金の 10

万円は、ほかの町では 3万円程度が上限になっていると思います。当市の 10万円とい

うのは、町内会の負担をいかに軽くしているかと言う部分では大きい数字だというこ

とです。最後の資源出荷量ですが、ペットボトルが多くなったことについては発生量

が多くならないとこれだけの量は増えてきませんので、そのことが原因だったと思い

ます。その他ガラス容器の資源出荷量が少なくなったという部分については、平成 22

年の 9 月までは、民間の業者に処理委託していましてその他ガラス容器の受け入れが

多かった。10月以降は市での処理となったのですが、その他ガラス容器を出せる相手

先の受入れ条件が厳しく、例えば粉状になったらだめですとか、そういった制限があ

りまして、一部減っているという状況があります。ただ量的にこれだけ減ったことに

ついてはそれが全部の原因ではございませんので、やはりガラスびんそのものは相対

的に減る傾向にあるのではないかと考えております。 

（委員Ｄ） 相対的に減っているのもあるけれど、受け入れというか民間から市になった時点で

減った分というのは、埋め立に回っているということですか。 

（事務局） そうですね。 

（委員Ｄ） それと容器包装にあてはまらないガラスびんというのは、今後資源にすることは可

能なのですか。 

（事務局） 実際にそれらの法律で資源化の指定を受けていない物については、それを処理し、

受け入れできる事業者が少ないのと、例えばそこが受け入れたとして、それをまた使

っていただけるというシステムそのものがないので、それはなかなか単独市では難し

い部分があると思います。 

（会 長） その他いかがでしょうか。 

（会 長） 事業系一般廃棄物のごみは生ごみと分けられますか。事業系一般廃棄物はごみ別に

収集しているのですか。 

（事務局） 家庭系は今年の 4 月からやっていますけども、事業者と収集運搬業者の調整等もあ

りまして、9 月に説明会を実施しました。あまり集まりはよろしくなかったのですけ

れども、その中で市では 10月から受け入れ体制が出来ていますということで、文書で

もご案内しておりますが、それでも今のところ収集業者と事業者の調整が難しいとい

うこともありまして、現在は市の給食センターを中心に、保育園ですとか市役所から

出る生ごみについては回収してバイオガス化処理をしています。あと少ないですが直

接持ち込む事業者もあります。市内には収集業者が３社あるのですけど、分別排出に

協力していただける事業者を確定して、その後に一括で収集と考えてはおりますが、

なかなか調整がついていない状況ではありますが、これから調整して増やしていく段

階です。 

（会 長） これ以外は全部埋立ているのですね。 

（事務局） そうです。 

（会 長） それから資料の 2で平成 23年度の途中実績みたいものは次回是非ともお願いしたい
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のですが、一般廃棄物の達成度の処理量のなかに集団資源回収量というのはどこに入

るのですか。 

（事務局） 集団資源回収は入っておりません。 

（会 長） まったく予定量から入っていない。ただ環境省に届け出る排出量というのは、市で

のや収集ごみと集団回収量すべて合わせてですか。 

（事務局） 環境省への報告には分母にも分子にもそういったもの入れていますけれども、清掃

事業概要では市があくまでも収集するごみのうち、無料ごみが対象なので、集団資源

回収は対象外としております。 

（会 長） お聞きしたかったのは、現状の北広島市さんのいわゆる排出量原単位が、全国では

1100グラム/一日/一人、リサイクル率が今どの程度なのかということです。 

（事務局） 22年度実績で概算数値ですが 925グラムとなっています。 

（会 長） これは事業系も入れてですか。 

（事務局）   はい、総排出量です。 

（会 長） リサイクル率はどうですか。 

（事務局）  23％程度となっています。 

（会 長） 二つとも全国平均よりも上回っているのですか。 

（事務局）  そうですが、全国の目標値はリサイクル率で 22 年度は 24％ですのでそれよりは少

ない数字です。 

（会 長） 目標値だけの話でしたら、北海道は 26 年度で 30％と言っていますから。一般廃棄

物量処理量の委託処理というのは、先ほどの概要の 25ページのタイヤとかバッテリー

蛍光灯の委託処理でよろしいですか。 

（事務局） そのとおりです。25ページを見ていただきますと、おっしゃたように、そこの部分

と廃プラの処理を実は平成 21年度と平成 22年度は民間にも委託したものがあります。

というのは、リサイクルセンターを建設しているときに有料化後どうしても廃プラの

量が増えてしまって、当時の処理施設では全量の処理はできませんでした。廃プラで

平成 21 年度は 218 トン、平成 22 年度 103 トン余りを民間に委託処理しましたので、

この数字がプラスされています。 

（会 長） わかりました 

（委員Ｂ） 一点よろしいですか。埋立の関係とまだ分析できていないけれども、今年度から始

めた生ごみの関係なんですけども、22年度資料 2の実績のなかで普通ごみと有害危険

ごみ、9,739トンございます。これは 22年度までは生ごみがこの中に含まれている数

ですか。この中のうち 23 年度はバイオガス化処理を今実施されているわけでしょう

か。分析はまだこれからなんでしょうけれど、このうち何％ぐらいは減るという計画

はあるのですか。それだけ埋立量が減るということですか。 

（事務局） そういうことです。次回の資料として、この半年間でお示ししたいなと思っており

ました。平成 22年度の 1月から 3月迄の間、大体 190トンあまり生ごみとして出され
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ました。4 月から 9 月迄では、生ごみとしてバイオガス化処理施設に持って行ったも

のが、744 トンという数字ございますので、それらのものが今年は埋立られないでバ

イオガス化処理しているということがいえます。次回その数字はお示ししたいと思っ

ています。 

（会 長） 6月と 10月にやっているごみ組成調査というのは、生ごみ分別後のいわゆる家庭か

ら出ている普通ごみを対象にした組成分析ですか。 

（事務局） そうなっています。 

（委員Ｂ） そうしますと、21ページにある厨芥率は減っているわけで、構成比が変わってくる

ということになりますね。 

（会 長） その他ございませんでしょうか。 

      もしご不明な点がありましたら、直接会議が終わってからでも結構ですので、また

見学にも行かれるそうなので、終わった後にでも随時事務局の方にお尋ねいただけれ

ばと思います。 

（事務局） それでは次回の委員会ですが、11月の下旬に開催したいということで、決めていた

だければと思います。 

 

《 委員にて協議し以下の日程で決定した。 》 

 

第 2回目の開催 平成 23年 12月 1日 13時 30分 

第 3回目の開催 平成 23年 12月 21日 13時 30分 

 

９．その他 

10．閉 会 

（会 長） それでは今日はこの辺で終わらせていただきます。本日は大変ありがとうございま

した。 

11．施設見学（16：00～17：30） 

北広島市クリーンセンター   最終処分場施設 

               北広島市リサイクルセンター 

北広島市下水道処理センター  バイオマス混合調整棟 

 

 

 

 

 

 


